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質問順 １    飯 田 正 義 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．観光や関連産

業、湯沢観光に

関するリーフレ

ット作成につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．AIカメラを活

用したリアルタ

イムでの来町調

査 

 

 

 湯沢町公民館で雪国観光圏が雪国観光圏シンポジウム

を開催し、当日は観光庁設立時からDMO政策を主導されて

いた大社先生をはじめ、観光庁や新潟県観光文化スポー

ツ部の方々が来られました。シンポジウムでも話題に挙

がっていた、湯沢町の観光産業・関連産業・DMOが目指す

湯沢観光を可視化したリーフレットの生成をされてみて

は如何でしょうか。 

 現在広報ゆざわで湯沢DMO情報室というページを設けて

活動状況を町民や事業者向けに発信し、SNSも含めると湯

沢DMOの活動の発信は精力的に取り組んでいるかと思いま

す。 

 ところが、湯沢町観光振興計画の戦略７インナープロ

モーションの中に『観光消費額や経済波及効果等を定期

的に発信することで、町の基幹産業としての観光産業の

実態を広く共有していきます』とあります。湯沢DMOが町

内に発信すべき部分「湯沢観光」についての発信が弱い

印象を受けます。 

 本来DMOは『地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域

への誇りと愛着を醸成する地域経営の視点に立った観光

地域づくりの司令塔』としての立ち位置を観光庁として

定めております。毎月作成し多大な労力と時間をかけて

は元も子もありませんが、年一度でいいので前年度の観

光産業及び関連産業に関する数値、目指している湯沢観

光に関するリーフレットを町としても後押しし、作成し

ては如何でしょうか。町長の見解とリーフレット作成の

予定はあるのかも含めて伺う。 

 

 

 従来までの AI カメラは全国的に見ても河川の氾濫等の

防災に活用されがちでしたが、幸か不幸か新型コロナウイ

ルスにより、住民や観光客の密集状況や車での交通状況で

の活用事例が昨今取り上げられています。 

 湯沢町の交通は国道の南魚沼、群馬からの 2つ、高速道

路、新幹線など、観光客が出入りする箇所は他自治体と比
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３．冬季や繁忙期

における夕飯難

民対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．イベント開催

における駐車場

問題について 

べると限られており、交通量を測定するには行いやすいで

す。観光戦略会議ではスキー場毎の来場者数や高速道路、

新幹線の利用者情報等の前年度のデータを用いて戦略会

議を行っていたかと思いますが、交通機関や事業者と連携

をより図り、AIカメラを用いたリアルタイムな観光動向を

収集することで、戦略会議でのデータ活用は勿論、オーバ

ーツーリズムの対策やスポットでのイベント誘客の効果

測定に役立つと考えています。町長の見解を伺う。 

 

 

 昨シーズン新型コロナウイルスの影響がまだある中で、

多くのお客様が湯沢町に来ていただき、疲弊されていた観

光事業者の皆さまにとっては明るい兆しが見えたシーズ

ンだったのではと感じています。一方で湯沢町の、特に西

山通りの夜は夕ご飯を食べたくても居酒屋や飲食店が満

室でご飯を食べられないという問題が顕著に出ておりま

した。町としても認識されていると思いますが、夕食難民

に対する改善策や今後検討している取り組みがあるのか、

町長の見解を伺う。 

 

 

 今年は過去最大の参加者数を記録したスパルタンレー

スやコスモスマラソンが開催されました。聞いた話による

とスパルタンレース時に町営駐車場に車が溢れてしまい、

駐車していた車が出せず、主催企業や主催場所のガーラ湯

沢に問い合わせたが解決されず、警察にも通報があったと

伺っています。役場にも問い合わせたようですが、休日で

対応することも出来ず当事者の方は頭を悩ませたそうで

す。 

 スパルタンレースもコスモスマラソンも民間企業が単

独で行なったものではなく、「湯沢町ランニングイベント

事業支援補助金」を活用しての開催でしたので、町として

駐車場に関する対策が何かしら出来たのではないでしょ

うか。町長の見解を伺います。 
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質問順 ２    宮 田 眞理子 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．湯沢町として

できる終活支援

を整備してはど

うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活福祉常任委員会の研修で、１１月１日横須賀の二つ

の終活支援について北見福祉管理官からお話を伺ったと

ころである。 

 一つ目は低所得者などを対象に葬儀・埋葬の契約を生

前に交わす「エンディングサポート事業」、もう一つは自

分の墓の所在や自身の名前、連絡先、かかりつけ医、エ

ンディングノートの保管場所などを市に登録する「わた

しの終活登録事業」である。この二つの事業により亡く

なった後のさまざまな課題が解決できるという。社会福

祉協議会での勉強会や、湯沢病院の「わたしの心づもり

シート」など、それぞれ取り組みを行っているが、町と

して支援を整備してはいかがか。 
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質問順 ３    髙 橋 政 喜 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．町道、大峰線

の道路整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

２．大源太湖周辺

の遊歩道整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．湯沢町介護タ

クシー利用助

成事業実施要

項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町道、芝原三俣線から入り荒戸城址の前より町道大峰

線に入ります。湯沢高原に行く道と大峰山に行く道の二

股になりますが、そのまま大峰山に向かって進みます。 

 間もなく行くと「路面凸凹あり」の看板が出ていま

す。問題はその先の道路でありますが、悪路と言った方

が良いかもしれませんが、整備する考えはありませんか

伺います。 

 

 

 コロナ禍も一段落し、今年の秋といった方が良いのか、

夏から冬にと言った方が良いのか今年の秋はどうしたの

かと思うくらいに極端に変わりました。 

 大源太の紅葉は例年のような美しさは見ることが出来

ませんでしたけれど、多くの高齢者の団体が大源太に訪れ

ていました。さて、この皆さんは希望大橋の方から遊歩道

を周るコースで入ります。町の考えでは遊歩道の整備をし

展望台も作りたいと説明されましたが、遊歩道の整備は高

齢者の事も考え整備されたのか伺います。 

 

 

「第１条 この要綱は、入退院及び通院等のため、通常

の交通機関を利用することが困難な在宅の要介護認定者

が介護タクシーを利用する場合に、町がその費用の一部を

助成することにより、経済的な負担の軽減及び健康状態の

安定に寄与し、これら家族の福祉の増進を図ることを目的

として、湯沢町介護タクシー利用助成事業の実施に関し必

要な事項を定めるものとする。」と記されていますが、第９

条の３利用の回数は、片道１回とし、ひと月あたり４回ま

でとする。又８条の助成額は、介護タクシー利用に係る費

用の２分の１とし、利用１回につき２万円を上限とする。

と要綱では記されていますが、介護者の経済的負担の軽減

というならば、介護保険タクシーという選択肢はなかった

のか伺います。 
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４．遠隔地におけ

る冬期間のヘル

パー利用につい

て 

 

 

 

 

 

５．災害時の備蓄

品について 

 

 

 

 二居・浅貝地区におけるヘルパーは冬期間の訪問につい

て、今年より社会福祉協議会において実施されることが決

定しました。。 

 当地区においては喜ばしい事と思いますが、当地区への

周知が不足している為、いまだに悩んでいる方がおります

ので、再度の周知を願うものですが如何でしょうか伺いま

す。 

 

 

 「湯沢町地域防災計画」において、事細かく記載されて

いますがその中で震災対策編の第 26 節 食料・生活必需

品等の確保があり、6町の役割(1)物資の備蓄 ア食料及び

物資等を備蓄する。ウ備蓄物資は、極力避難所予定施設等

にあらかじめ配備し、災害時に避難者が直ちに取り出して

使用・配布できるようにする。 第 21節 食料・生活必需

品等供給(ア)食料・飲料水では、食料は原則として１日３

回提供すると記され、食料は「おにぎり、パン等の簡単な

調達食となっています。この計画は健常者を対象に計画さ

れたものですが、高齢者や障がい者を忘れているのではな

いかと思います。食べることが困難な方に嚥下(えんげ)食

の備蓄を提案します、町長の考えを伺います。 
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質問順 ４    岸 野 雅 人 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．横須賀市の

「終活支援」、見

習おう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生活福祉常任委員会の視察研修で、「周没期の尊厳と行

政の責務」なるテーマについて勉強させていただきまし

た。「エンディングプラン・サポート」と「終活登録制

度」の２事業で構成され、人間の尊厳を大切にして市民

を守り、地域や病院・施設等の負担を軽減するものでし

た。 

 「エンディングプラン・サポート」は、限定的な条件

下のご本人の意思をもとに、協力葬儀社と生前契約を

し、行政がそれらを含めて支援し、納骨まで見届ける事

業です。結果、生前の意思が叶えられ、墓地埋葬法第９

条による行政の支出が回避されています。 

 「終活登録制度」は、年齢や経済状況に関係なく終活

情報を行政に登録し登録証を発行、緊急事態やいざとい

うときの警察・病院・消防・指定先などからの問い合わ

せに必要事項を適切に伝達し、登録者の身元を保証しつ

つ、情報・意思や契約を活かした円滑な対応をしようと

する事業です。 

 これらにより市民の安心、地域や病院や他施設等の負

担軽減、何より登録者の尊厳を大切にされています。 

 さて、湯沢町の現状から将来を考えてみます。そうな

らぬよう活動努力はしているものの、身寄りのない高齢

者の一人暮らしが増えていないでしょうか。障がいや健

康への不安を抱え、また支援や介護の必要があり、かつ

周囲とのお付き合いのない方々が増えていないでしょう

か。さらに言えば、地理的・交通網的に優れていること

は、人々が訪れやすいと同時に軽々と出て行きやすい環

境にもあるということです。少子化の上に人間関係が、

希薄になりつつあるのが現状です。スマートフォンの時

代、「電話番号案内１０４」など、今や知らない人の方が

多いのが現状です。 

 小さな町ながら旅行者は多く移住者も居られますの

で、人が倒れていても「まるでどこの誰だか分からな

い」、そんな傾向は続くし増えるものと想像します。マン

ションにはご高齢の一人暮らしの方も多いと聞きます。

町 長 
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２．小さな町の将

来、総合的な人材

確保のための長

期計画を 

 

単に「エンディングノート」の記入を促すだけでなく、

住民の安心の一助となる行動を執るべきではないでしょ

うか。 

 この度の視察研修には健康福祉部長も同行し、横須賀

市と担当者のお蔭をもって、知識と資料はテイクアウト

をさせてもらいました。しかし、例え使命感があったと

しても構想の理解浸透には時間がかかりますし、能力と

努力も必要です。よって「直ちに実現を」とは申しませ

んが、検討を要する課題であることは疑いようもありま

せん。 

 資料のみでは容易く理解できないかも知れません。事

業予算は心配するほどではありませんが、十分な理解と

準備は必要です。町長は現段階で、いかがお考えでしょ

うか。 

 

 

①保健師や保育士などの身分や権限の拡大を 

②土木・建築など技術系人材の確保・養成を 

③デジタル技術系エキスパートの要請を 

 町民の福祉は行政の基本的なお仕事であり、しかも妊

娠出産を起点とするなら生れる前から年齢を数えられな

くなるまでです。その対象が人である限り、経験の蓄積

と考察、併せて専門的な最新情報も必要です。 

 技術系の資格・能力など併せて考えると〝専門能力系

人材〟とでも言うのでしょうか。小さな町でも必要とな

る人材です。将来を考えてバランスよく採用と養成を考

えねばなりません。 

 

①保健師や保育士などの身分や権限の拡大を 

 細かい給与体制は存じ上げませんが、保育士さんや保

健師さんは、退職されるまでその身分のままと聞きま

す。昇進（＝権限の拡大）なくして、指揮命令・企画立

案の面で、現場の知見を充分活かしていると言えるでし

ょうか。例えば能力により課長や部長になることも、機

会として必要と考えます。 

②土木・建築など技術系人材の確保・養成を 

 現在、工事や委託の設計または監理が出来る職員は何

人で、有資格者はどれほどでしょうか。国の監査に耐え

得る状況でしょうか。おそらくこのままでは立ち行きま
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せん。県との人事交流で補うのが近道と考えられます

が、それも中々実現しません。ならば、採用と養成を計

画的に行わなければならないと考えます。 

③デジタル技術系エキスパートの要請を 

 何をもって〝エキスパート〟と言うかは、判断の分か

れるところですが、仮に「総務と税務」「福祉と教育」

「社会基盤整備と各次産業」の３分野と考えても、それ

ぞれに１～２名程度のエキスパートが必要で、少なくと

も常時４～５名ほどが求められます。現在何名が該当す

るか存じませんが、カシックスさんなどに適正に発注が

でき、成果が把握できる人材が居なくてはなりません。 

 

 以上①は、職員採用の見直しや組織編成のあり方が問

われる内容です。現在湯沢町は小さいながらその特性を

活かし、連絡調整を密にして対応していますが、現場の

専門能力を有する職員の将来の人材確保には処遇が課題

と考えますが、町長はいかがお考えでしょう。 

 次に②③の人材確保と養成について言えば、それぞれ

３年に２人ずつ養成しても10年でそれぞれ６人ほど、そ

の内に退職者も考えられます。行政の機能不全は回避し

なければなりませんので、現在の立ち遅れた現状からす

ると、15～20年計画で人材の確保・養成を考えなければ

ならないと感じるところです。 

町長はどのようにお考えですか。 
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質問順 ５    南雲 あや子 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．保健師の処遇

とあり方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．空き家等への

対応状況と今

後の対策 

 

 

 

 

 

 湯沢町では、進行する高齢化社会を見据え、介護保険制

度が始まった 2000 年から「介護予防事業」に力を入れ、

「参加しやすい」「楽しい」「健康につながる」のもとに事

業を展開しています。 

 展開している事業は、・温水健康教室・けんこつ体操教

室・元気パワーアップ倶楽部・ひだまり・お風呂で元気・

三国元気アップクラブ・・等でしょうか。 

 2023年 10月末現在、湯沢町人口における 65歳以上人口

は 3,151人、その内要介護認定を受けている人は 426人で

介護認定率は 13.52％で、新潟県では最下位となっていま

す。また、介護保険料も一番安くなっています。 

 23年もの長い年月をかけ、このような実績を作り上げて

きたのは、健康に過ごすためのサポートを担う、地域保健

の専門家である保健師の役割が極めて大きいと思います。 

 また、個人や家族への家庭訪問・行政機関での健康相談・

地域、企業単位で集団への健康指導等・地域の人たちへの

健康教育・予防医療のための組織づくり・母子保健、数え

ればきりがないほどの仕事です。 

 このような保健師の実績と仕事内容を、町長はどのよう

に評価していますか。お聞きします。 

 

 

１ 空き家等へ町がどのように対応しているのか、実態を

お聞きします。 

  ９月議会で、令和４年 12月１日現在の「空き家及び危

険建物」の件数集計表をいただきました。空き家は合計

で 153件、その内危険建物は 49件となっていました。 

  ・この調査は、いつ頃、誰が、どのような方法で行っ

たものか。また、住民から空き家に関する苦情や相

談は寄せられているか。 

  ・「空き家等の適正管理に関する条例」に定める危険家

屋等の所有者にはどのように対応しているか。「勧

告」や「命令」を行った例はあるか。 

  ・空き家対策としては、適正管理に関する条例による

ものと空き家情報登録制度（空き家バンク）による

ものがあるが、双方の関係と連携はどうなっている

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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か。空き家バンク制度は良い制度だと思いますし、

実際成果も上げていますので高く評価しています

が、空き家バンクに登録できる、できないの判定や、

登録を外す判定がどのように行われるのかもお聞

きしたい。 

  ・固定資産税の課税上、家屋の滅失届がなくても、居

住者がなく残存価格もないような建物の所有者に

対し、建物がないものと認定し、その土地に対する

「住宅用地特例措置」を解除することはあるのか。 

 

２ 今後、空き家対策を進めていくうえで「湯沢町空き家

等の適正管理に関する条例」と「空家等対策の推進に関

する特別措置法」との間で食い違いがあるので、整合性

がとれた条例にする必要があるのではないか。 

 

３ 湯沢町も特別措置法に基づく「空家等対策計画」を策

定しそれに基づいた対策をとること、更に空家等の所有

者が危険家屋に至る前に撤去等の対応ができやすいよ

うな独自の補助制度が必要ではないか。 
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質問順 ６    並 木 利 彦 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．療育医療につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．エンディング

プラン・サポー

ト事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「療育」とは「治療教育」のことを指す言葉。発達に

遅れがある子供たちが、社会的に自立できるように、治

療と教育の両面からサポートすることを意味する。療育

センターは、発達に遅れがあったり発達障害などの特性

を持っていたりする子供たちが通い、より生活しやすく

なるようにトレーニングをする場所。 

湯沢町に療育センターのような施設を設置することは、

経済的に無理ですが魚沼圏内で小規模の療育センターの

ような施設を設置することはできないか。 

 

 

 湯沢町は他の地域と違いリゾートマンションに居住し

ておられる一人暮らしのご老人が多数おられる。 

 終活課題における個人情報は町として把握できない現

状。 

 エンディングプラン・サポート事業等があれば、一人暮

らしのご老人と湯沢町にとって両方にメリットがあると

思われる。湯沢町もエンディングプラン・サポート事業等

によって一人暮らしのご老人の情報を把握できるが見解

をお聞きする。 

 

※エンディングプラン・サポート事業（横須賀市） 

・終活課題についての相談 

 葬儀、納骨について、低額で生前契約を受ける協力葬儀

社の情報を提供し、死亡届出人の確保について提案する。

また、「わたしの終活登録」事業についてご案内する。 

・支援プランの策定の保管 

 葬儀、納骨について協力葬儀社とともに支援プランを立

て、これを保管し、リビングウィルも、ご希望により任意

様式の書面を保管する。また、登録カードをご携帯いただ

き、登録証を室内に掲示していただく。 

・終活課題の解決に向けた連携・支援 

 支援プランに基づいて、安否確認の訪問を行い、ご本人

の入院・入所・死亡などの局面ごとに、あらかじめ指定さ

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．湯沢町観光町

づくり機構の

補助金につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

４．ＤＸとＧＸの

関係について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ＡＩ普及によ

るデーターセ

ンター需要拡

大について 

れた関係機関・協力事業者・知人の方々などに速やかに連

絡し、連携して終活課題の円滑な解決に向けた支援をす

る。 

 

① 湯沢町観光町づくり機構には、現在ＡＢＣＤＥＦの６

つのプロジェクトチームがあるが、どのように成果を令和

６年度の予算に組み込むのか。 

 

② 毎年 8,500万円の補助金を町は支出している。機構も

設立してから数年経過している。新型コロナの中大変でし

たが、機構の年会費、年経費も把握できていると推察する。

補助金申請は、当年収入、当年経費、当年イベント費用、

当年特別費用を現状から予測しての申請額とならないか

お聞きする。 

 

①去年度は、再三、ＤＸのついての質問をしてきた。 

 ＤＸの次はＧＸへの取り組みが必要となってくる。ＧＸ

は、再生可能エネルギーへの転換による社会の変革を目指

す取り組み。地球環境を守るべく、世界中の企業で脱炭素

および再生可能エネルギー利用の取り組みが広がってい

が、冬シーズンで稼ぐ湯沢町にとっても降雪が無いような

状況になれば大変なことである。 

 自然に頼り共生を目指す町として、真っ先にＧＸへの取

り組みを発信していくことが大事だと思うが町長の見解

をお聞きする。 

 

②再生可能エネルギーへの転換だけがＧＸの取り組みだ

けではない。私が選挙公約とした「農業とＩＴの融合」も

ＧＸへの取り組み。 

 例えば、廃業した宿泊施設で、温湿度、採光等ＩＴを利

用した環境管理のもとの水耕栽培などがある。 

また、現状人手不足は農業でも他ならない。その人手不足

を解消するにもＩＴがどうしても必要となってくるが「農

業とＩＴの融合」について町長の見解をお聞きする。 

 

 ＡＩの需要が急速に拡大したことにより、企業がデータ

ーセンターを新設、活用することが進められている。 

 町長は、この現状をどう思われているかお聞きする。 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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質問順 ７    南 雲 好 幸 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．消防の災害出

動手当について 

 

 

 

 

 

２．防犯カメラ設

置状況と今後に

ついて 

 

 

 

 

 

３．旧小学校の桜

の木の管理 

 

 

 

 

 

 

４．教育大綱改定

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度６月開催の消防審議会において配布された

資料「県内消防団の処遇改善状況（報酬額）」には、新潟県

内 30市町村の中で湯沢町のみが、火災・風水害時の出動報

酬欄が０になっている。我が町だけ出動報酬が支払われな

い理由を伺う。 

 

 

 昨今は、様々な事故・事件に路上に設置された防犯カメ

ラの映像が活躍している。そこで、以下３点を伺う。 

①湯沢町の防犯カメラの設置基準はあるのか。 

②湯沢町全域には何カ所、どのような場所に設置されてい

るのか。 

③今後の設置に対する方向性について 

 

 

学校というと「桜の木」がイメージされる。５つの小学校

が統合し、湯沢学園となり 10 年だが、旧小学校の敷地に

は、まだ立派になった桜の木が沢山ある。一方、管理が行

き届かなくなったため、落ち葉がそのままになり、水路を

つまらせたりもしているとの声も聴く。学校の桜の木等の

樹木の管理をどのように考えているか伺う。 

 

 

湯沢町教育に関する大綱は、今年度が最終年度であり、来

年度に向け「教育に関する大綱」の作成が行われているこ

とと思うが、令和５年度第１回湯沢町総合教育会議議事録

には、 

「これは令和元年度の教育会議によって協議され町長部 

局により制定された湯沢町教育に関する大綱です。この大

綱に則して町の教育行政の運 営が行われるよう教育委員

会部局は意を用いなければならないとされております。」

と説明されている。来年度以降の「湯沢町教育に関する大

綱」策定に向けた教育会議は行われているのか。教育委員

町 長 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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５．湯沢学園の魅

力ある教育と先

生方の赴任期間

について 

 

会はじめ学校や学校運営協議会とのすりあわせなく進め

るとすれば、今まで通りの全方位網羅型の教育大綱になら

ざるを得ないと思うが、町長のお考えを伺う。 

 

 

 湯沢学園の魅力ある教育実現の新たな具体的取組みの

お考えはあるか。また、「人を想い、我を磨く」教育目標の

実現とグランドデザインにある町の教育課題「学力の向

上」「系統的・継続的な教育」「学校・家庭・地域の協働」

この「学力の向上」と「系統的・継続的な教育」の実現に

は、特に学校の先生方の働きが大きい。１校目・２校目の

先生方の任期が３年で入れ替わっていく。継続性を維持す

るのが難しいのではないか。教育長の見解を伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 
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質問順 ８    渡 辺 千 恵 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．女性消防団の

必要性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．スケートボー

ド場について 

 湯沢町消防団員の方々には、日頃から啓蒙活動、点

検、訓練などを行い、町の安心安全を守るため活動して

頂き感謝しています。その中で最近は人口減少、若手不

足などの課題により分団の数を縮小せざるを得ない状況

もあると聞いています。今年度は女性消防団が一人加入

したことにより活動の幅が広がったのではないかとも思

います。私は以前から女性もできることがあるのではな

いかと考えていました。先月新潟県女性消防団員活性化

大会に参加し、各市町村の女性消防団の様々な活躍をみ

て改めて湯沢町にも作る必要があると感じています。 

理由としては色々ありますが、 

１．女性消防団を作ることにより今まで以上に地域に密

着した活動ができるのではないか。 

２．町の方はもちろん、子供達や高齢者などにも普段か

ら自主防災についての心構えや行動について伝えられ

ることができるのでは。 

３．火災、災害などが昼間起こった場合、男性は仕事で

いない方も多いので少しでも初動が早くできるための

協力ができるのでは。 

４．消火器の使い方、心肺蘇生法なども浸透させること

もできるのではないかなどです。そこで伺います。 

①町として女性消防団の必要性をどう考えているのか。 

②早急に立ち上げて頂きたいと考えるが如何か。また立

ち上げるのであれば町としてどのような活動を考え、女

性消防団に期待するのか。 

 

 

 今回スケートボード場についての私の質問はこの４年

半の内で３回目です。また過去に何回か他の議員もこのこ

とについての一般質問がありました。 

 このスケートボードについて以前は、滑る場所が無かっ

たので、立柄橋周辺や駅などで滑っていて危険であった

り、騒音などの問題もありました。しかし 2017年７月にス

トリートスポーツ委員会を有志で立ち上げ、町長喫茶室へ

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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の要望から高架下での手作りパークをスタート。駅周辺や

立柄橋周辺などで滑る姿を見なくなりました。最初はそれ

ほど多くなかった参加者も年々子供達を含め増えてきま

した。しかし 2022年春から工事の為使えなかった。このス

ケートボード場については主水公園整備の時にも署名活

動が行われ多くの署名も集まりました。しかし民家が近い

ことから騒音などの問題もあり残念ながら主水公園整備

の中には作ることはできなかった。 

 また高速下を使えない今年度は５月から 11 月まで町か

らゲートボール場横の駐車場を月２回借りて小学生の教

室なども行いながら署名活動なども行いながら取り組ん

でいます。本来は室内が良いのではとも考えますが、需要

性や予算などの問題もあります。高速下は来年秋には工事

が終了する予定です。今まで利用していた場所も含めスケ

ートボード場を作ることを考えて頂きたい。もし高架下を

考えるのであれば、できたらテニスコート側の広い場所を

スケートボード場にして頂きたい。そして 2017 年スター

ト時に３年間の利用調査事業として予算 100万円で手作り

で作ったスケートボード場。手作りの用具も古くなり怪我

などすることも考えられます。是非この道具についても町

として考えて頂きたいと考えます。 

 

①スケートボード場の署名が主水公園整備のアンケート

時、今年度のイベント時に多く集まったことに対して町の

見解は。 

 

 

②これから考えられるスケートボードの可能性について 

・以前は遊びの一つだったが現在はスポーツの一つとして

の認識も広まっている。 

・オリンピックの種目になり日本が金メダルを多く取って

いることから子供達の夢へも繋がる。 

・部活動が地域移行の中、今後部活改革が進み、数年間で

子供達の選択肢が増える可能性が高い。 

・湯沢町は、冬にスキー、スノーボードをするが、夏場の

トレーニングにも繋がるのでは。 

・外で遊ばない子供たちが増えている昨今、少しでも外で

遊べる場となることが期待されますが、町は今後スケー

トボード場についてどう考えているか、作る方向で考え
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ているのか伺います。 

 

 

③道具が古くなり安全面を考えることと、場所を変えても

移動可能なものを TOTO の助成金制度などを使って購入す

ることはできないか伺う。 
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質問順 ９    水 谷 幸 乃 議員 

質 問 事 項 質     問     要     旨 
答 弁 

要 求 

１．エンディング

事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．介護人材確保

事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 先日視察研修においてエンディング事業について学ん

できた。 

 湯沢町は移住定住促進を行う中で、高齢者の移住やリ

ゾートマンション移住も増えてきている。20―30代の年

齢層の転入数が増えているが、60代以上の層の転入数も

一定数見られている。 

①出入りの多い湯沢町であるが、どのように独居の方や

高齢者の把握をおこなっているか。 

 

 病院に勤務している際、身元確認・身元引受人の確認

がとれない経験があった。緊急を要する際には必要不可

欠である。 

②湯沢町では今までこのような問い合わせはなかった

か。 

 

③湯沢町の高齢化率39.45％という中で今後のエンディン

グ事業への取り組みについてどのように考えるか 

 

 

 視察研修を通して介護福祉への興味関心を持つための

工夫や就職へ繋がる仕組みなどは大変参考になる部分が

あった。八王子市では、まず福祉・介護への関心を持って

もらう為に市全体で就職相談会や、お仕事フェアなどのイ

ベントを人材確保事業として取り組んでいる。湯沢町でも

社会福祉協議会が主となり、福祉フェスティバルを開催し

ている。 

 

①町として福祉フェスティバルのあり方をどのようにと

らえているか 

 社会福祉協議会以外の町内福祉事業者は関わりが無い。

町内の介護福祉施設の協力を求め職場のアピールや就職

相談の場につなげることも介護人材確保のために必要な

ことではないか。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 
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３．湯沢学園の教

育姿勢につい

て 

 

 

 

②補助金給付以外にも人材確保事業として町として取り

組めることがまだあるのではないか。町全体で介護・福祉

に興味関心を持てるような取り組みは考えてはいないか。 

 

 ウェルビーイングという言葉を耳にしたことがあるか

と思います。令和５年６月１６日に新たに教育振興基本計

画が閣議決定され、その最大の特徴の１つがウェルビーイ

ングです。 

 文科省のホームページに詳細の解説動画もありますの

でご参照下さい。 

 

①令和５年度の学力調査において主観的なウェルビーイ

ングについての指標調査が行われていた。従来から質問の

他に新たな質問事項を加えられた。その評価と今後の課題

は何か伺う。 

 

 

 今後地域社会と子供たちが関わる上で、クラスや地域の

人々の幸せを願うこと、町、学校を良くしていきたいなど

の思いを広げていくことがウェルビーイングと考えます。

これは学園の基本姿勢「人を思い我を磨く」に通じるもの

と考えます。 

②以上の観点から、今後湯沢学園の教育をどのようなもの

にしていこうかと、お考えを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 


